
第1章　地震活動

　地震活動の観測は地震予知にとって最も基本的な情報を与えるものである。地震はその規模

によってマグニチュード7以上が大地震，5以上が中地震，3以上が小地震と分類きれ，3未

満のものは微小地震と呼ばれる。小きい地震ほどその発生数は多く，統計的にはマグニチュー

ドが1つ下がると地震数は約8倍に増えることが知られているが，小さい地震の検知には高感

度かつ高密度の観測が必要とされる・

　近年，首都及びその周辺では下記のように観測網の強化並びにテレメータ化が進められてい

る。常時の地震活動度を正確に把握して，長期的な地震予知の基礎資料を得るためには，これ

らの観測網によって広域における一定レベルの観測を長期間にわたって続けることが最も重要

である。また，器械観測のなかった時代の地震活動度を推定する上で，古記録に基づく被害地

震の史料地震学的調査も大切である。

　一方，地震の中期ないし短期予知には，空白域，静穏化現象等の地震活動パターン変化や，前

震の出現等が期待されている。これらを的確に検知するためには，既存観測網による監視を継

続的に実施すると同時に，観測網の更なる高度化・高密度化に努力しなければならない。

大・中・小地震

　気象庁は地震予知推進本部の決定に基づき，1978年から他機関のデータをテレメータで集中

し，東海地域等の地震・地殻活動を常時監視する体制を逐次整備してきた。1987年からは，地

震活動等総合監視システムが本庁に整備され，これに伴って監視網の拡充強化が図られた。

　また1979年の東海沖海底地震計システムの整備に引き続き，1987年には，房総沖海底地震

計システムが整備された。

　図1－4は，当監視網のうち首都及び周辺の地震観測所名及びその所属を示す。

微小地震

1）東京大学地震研究所:1966年より関東甲信越地域にテレメータ観測網を展開している。

　首都及びその周辺（図1－8）では現在15点が稼働している。また一部の地域では委託

　方式の現地観測も続けられており，必要に応じて移動観測班による臨時観測が行われてい

　る。

2）国立防災科学技術センター：　東京直下の地震活動を研究する目的で，深さ3,000m前

　後の深層観測井を3ヵ所に（1973年岩槻，1978年下総，1980年府中）建設し，堆積層

　が厚く，人為的雑微動の極めて大きい東京周辺部における高感度地震観測に着手した。ま

　た1978年以降，関東・東海地域に高感度の微小地震テレメータ観測網を建設し，上記の

　深層観測井ほかの既設点および他機関からのデータ受信点を含め，首都及びその周辺（図

　1－8）では現在45点が稼働中である。
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　3）その他：　国立研究機関，大学，及び地方自治体が関東地方周辺部で微小地震観測を実

　　施している。

　これらの観測により，東京直下における浅い（地殻内の）微小地震活動の存在が確認された

ほか，関東地方の地下におけるプレートの沈み込み構造等が明らかになりつつある。

　またＭ6クラスの主要地震の前後の詳細な地震活動が調査された。しかし，なお首都及び隣

接県で多発しているやや深い地震については，微小地震レベルの前震活動はほとんど観測され

ていない。

　関東地方の被害地震

　有史以後，関東地方に被害をもたらした地震・津波を表1に示す。

　江戸開府（1603年）ころから後は，主な被害地震はほぼもれなく記載されているが，それ

より前は，被害地震があっても記録が残っていない，あるいは残っていても未発見である場合

が少なくないと思われる。1600年以前の被害地震が少ないのはこのためで，大地震が少なかっ

たためではないであろう。

凡　例

　？：地震の存在が疑わしい，または史料が非常に少ないか信憑性に乏しく，地震の状況がよ

　　　くわからないことを示す。

　西暦：西洋でユリウス暦が使われていた1582年以前も含めて，すべてグレゴリオ暦を用いた。

　日本暦：Uは閏月を示す。

　震央，Ｍ：1872年以前は，宇佐美龍夫：新編日本被害地震総覧（1987）による。

　　　　　　緯度・経度やＭの値が範囲として与えられている場合はその範囲の中間値を示し

　　　　　　た。

　深さ：km単位　　vs：30km以浅　　s：30～90km

津波:Ｔは津波があったことを示す。

　　　数字は渡辺：日本被害津波総覧（1985）による津波規模

　　　(－1～4ただし－1は－）

　　　津波規模はその地震が起こした津波全体の規模

被害：（数字は日本全体について）

　1：壁や地面に亀裂が生じる程度

　2：家屋や道路の損壊が生じる程度

　3：複数の死者または複数の全壊家屋が生じる程度

　4：死者20入以上

　5：死者200人以上

　6：死者2,000人以上
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7：死者20，000人以上

＋：「以上」を示す

↑（↓）　：前（後）の地震による被害と区別できない場合

江戸／東京の被害：ほぼ東京23区内の被害

　□：被害があったと推察される

　○：軽微な被害

　◎：若干の死傷者や倒壊家屋がでるなどの被害

　●：かなりの数の死者がでるなど相当の被害

　★：大災害



表1－1　関東地方（伊豆を含む）の被害地震・津波の表

日　本暦 西　暦 推定震央　推定 津 被 主な被災地域 江戸

年月日 年月日 緯度　経度　M 波 害 死傷者数 被害

延暦18811 799　918 T 常陸に津波（地震の記事なし）

弘仁97一 818　一　一 36．5　139。5　7．5 4＋ 関東諸国死者多数 □

承和8一一 841　一　一 35．1　138．9　7．0
4＋ 伊豆（5月3日以前）死者多数

元慶2929 87811　1 35．5　139．3　7．4
4＋ 関東諸国（特に相模・武蔵）死者多数 口

ワ万寿2一一 1025　一　一 3 箱根死者多数
ワ長久21222 1042　121 3 武蔵 □？

建保1521 1213　618 3 鎌倉

安貞137 1227　4　1 2 鎌倉

寛喜2U122 1230　315 2 鎌倉

仁治1222 1240　324 3 鎌倉

仁治243 1241　522 一　　　一　7．0 T1 3 鎌倉

正嘉1823 125710　9 35．2　139．5　7．3 T1
3＋ 関東南部（特に鎌倉）死者多数 口

？正応5412 1292　5　7 5 鎌倉死1700（次の地震の誤記か）

永仁1413 1293　527 一　　　一　7．O T 6 鎌倉・（越後）死者数千乃至3万余？ □

？正平15一一 1360　一　一 35．2　140．0　一 3 上総

応永27720 1420　9　7 T 常陸に津波（地震の記事なし）

？永亨4915 14321018 2 鎌倉・（伊豆）

永亨5916 143311　7 34．9　139。5　7．0 T1
4＋ 相模死者多数 口

？明応4815 1495　912 T 4＋ 鎌倉死200

明応7825 1498　920 34。0　138．0　8．3 T3 7 東海道・紀伊死者1万以上～数万？

？永正8112 151112　2 3 茂原

？大永5823 1525　920 ？ 鎌倉

？天文131216 1545　2　1 T 伊豆に津波（地震の記事なし）

？天文22824 15531011 3 鎌倉（風雨地震）
？天正18216 1590　331 T 3＋ 関東（安房・上総）18日津波死者多数

文禄193 159210　8 2 江戸

慶長91216 1605　2　3 T3 6 東海・南海・西海諸道死者多数
慶長191025 16141126 ？ 4 京都・越後・北陸・東海・南海死者あり ○

元和161 1615　626 35．7　139．7　6．5 3 江戸死者多数 ●

寛永4121 1627　3　8 3 江戸死者多数 ◎

寛永5711 1628　810 一　　　一　6．0 2 江戸・相模東部 ○

寛永7624 1630　8　2 35．8　139．8　6．3 2 江戸 O
寛永10121 1633　3　1 35．2　139．2　7．0 T1 4 相模（特に小田原）・駿河・伊豆死200余 ○

寛永12123 1635　312 35．8　139．8　6．0 2 江戸 ○

寛永201026 164312　7 一　　　一　6．2 2 江戸 ○

正保13一 1644　一　一 1 日光

正保2915 164511　3 2 小田原
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表1－1（つづき）

正保3111 164612　7 2 江戸 ○

正保4514 1647　616 一　　　一　6。5 3 武蔵（江戸）・相模死者あり ●

正保485 1647　9　3 2 江戸 O
慶安1422 1648　613 35．2　139．2　7．0 3 相模・江戸死者あり ○

慶安2621 1649　730 35．8　139．5　7．0 4 武蔵・下野（川越・江戸・日光）死者多数 ●

慶安2725 1649　9　1 35．5　139．7　6。4 3 川崎・江戸死傷者あり ◎

慶安3324 1650　424 一　　　一　6．3 2 日光

万治143 1658　5　5 2 日光

万治2230 1659　421 37。1　139．8　6．9 4 岩代・下野

寛文1065 1670　721 35．4　139．2　6．4 3 相模
？寛文10115 16701217 T 3＋ 房総死者多数

寛文11530 1671　7　6 2 江戸傷者あり ○

延宝1529 1673　713 2 江戸傷者多数 O
？延宝410一 1676　一　一 T 3 常陸・磐城（翌年同月の誤リか）死者あり
延宝510　9 167711　4 35．5　142．0　8．O T3 5 磐城・常陸・房総・入丈島死540傷者多数

？天和345 1683　5　1 2 日光

天和3517 1683　611 r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 2 日光

天和3523 1683　617 36．7　139，6　6．3 2 日光

天和3524 1683　618 36．75139，656．8 3 日光・江戸（群発地震435回） ○

天和391 1683102Q 36．9　137．9　7．Q 3 下野・岩代（群発地震1400回）

貞享21026 16851122 2 江戸 ○

元禄101012 16971125 35．4　139．6　6．5 3 鎌倉・江戸 ○

元禄161123 17031231 34．7　139．8　8．1 T3 6 ［元禄関東地震］死7千以上 ★

宝永3　915 17061021 35．6　139．8　5．8 2 江戸 ○

宝永4104 17071028 33．2　135．9　8．4 T4 7 五畿七道死約2万

正徳5619 1715　719 1 江戸 ○

享保10418 1725　529 36．25139．7　6．O 2 日光・江戸 ○

享保1429 1729　3　8 r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 T 2 伊豆南部

享保15102 17301110 T 2 常陸
？享保17夏 1732　一　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 T 2 八丈島に津波（地震の記事なし）

享保20314 1735　4　6 2 日光・郡山

享保2049 1735　530 2 江戸 ○

延享3324 1746　514 2 日光・江戸 ○

？延享42一 1747　一　一 T 2 八丈島に津波（地震の記事なし）

宝暦5310 1755　421 36．75139．6　一 1 日光 ○

宝暦6121 1756　220 35．7　140．9　5．8 2 銚子

明和4930 17671022 35．7　139．8　6．0 3 江戸・日光

明和566 1768　719 35．3　139．055．0 2 箱根東麓

天明2715 1782　823 35．4　139．1　7．O T1 4 相模（特に小田原＞武蔵・甲斐死傷者あり ◎

天明2715 1782　823 35．4　139．1　一 ↑ 同上（上記の18時間後に起こり，より大） ↑

天明323 1783　3　5 2 江戸 ○
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表1-1（つづき）

天明4 714 1784　829 35．6　139．8　6．1 2 江戸 ○？

天明6 223 1786　322 35．2　139．1　5．3 2 箱根（群発）

寛政21127 1791　1　1 35．8　139．6　6．3 2 川越・蕨 ○

寛政2 1　7 1793　217 38．5　144．5　8．2 T2 4 陸前・陸中・磐城死23 O
9寛政5 3　7 1793　417 2 常陸（笠間）
寛政611 3 17941125 2 江戸

享和1 415 1801　527 35．3　140．1　6．5 3 上総

文化8 1　3 1811　127 2 三宅島（噴火に伴う）1月3日～4日
文化 8U214 1811　4　6 2 三宅島
文化 911　4 181212　7 35．45139，656．3 4 神奈川・江戸・木更津死傷者多数 ◎

文化14 11　5 18171212 35．2　139．056．0 2 江戸・箱根 ○

文政1 8　5 1818　9　5 1 江戸 O
文政10 7　5 1827　826 1 日光

天保2 213 1831　326 35．65139．8　5．5 2 江戸 ○

天保6 913 183511 3 1 日光

天保7 215 1836　331 34．4　139．2　5．5 1 伊豆新島
天保142 9 1843　3 9 35．35139．1　6．5 3 足柄・御殿場死者あり
天保14 9　4 1843　927 1 江戸 ○

天保14 1025 18431216 2 江戸 ○

嘉永1 5　9 1848　6 9 1 江戸 ○

嘉永6 2　2 1853　311 35．3　139。156。7 4 相模（特に小田原）・駿河・伊豆2回死100 ○
安政111 4 18541223 34．0　137．8　8。4 T3 6 ［安政東海地震］死2千以上 ○

安政210 2 18551111 35．65139．8　6．9 6 ［安政江戸地震］死約1万 ★

安政3lO　7 185611 4 35．7　139．5　6．3 3 江戸・立川・所沢 ○

安政512 8 1859　111 35．9　139．7　6．0 2 岩槻

安政61023 18591117 1 下野（黒羽）

慶応21018 18661124 2 銚子

明治1 1868　一 一 2 伊豆（小室村）（群発地震か）

明治3 412 1870　512 35．3　139．1　6．3 2 小田原

震央 津 被 震源地 東京

日本暦 年月 日時分 緯度経度深さM 波 害 死傷者数 被害

明治1Q 1877 51Q　一　一 T4 3 チリ（東日本太平洋岸に津波）死者あり
13 1880 222　550 35．4139．8　－　5．8 2 横浜・東京 ○

15 1882 929　一　一 35．1139．1　一　一 1 熱海付近
17 188410 15　一　一 35．7139，8　一　一 2 東京付近 ○

20 188711 51　851 35．5139．3　vs6．2 2 神奈川県中部
20 1887　9 51523 35．8140．5　s6．3 1 千葉県北部
21 1888 42910　0 36．6140．O　vs6．0 1 栃木県中部
22 1889 218　6　9 35．5139．7　vs6，0 1 神奈川県東部 ○
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表1－1（つづき）

明治23 1890　4162134 34．2139．3　vs6．8 2 伊豆半島南方沖
24 18911224　535 35．4138．9　vs6。5 2 山梨県南東部
25 1892　6　3　710 35．7139．9　s6．2 2 東京府東部 ○

27 1894　62014　4 35．7139．8　s7．0 4 東京府東部死31傷197 ●

27 189410　7203Q 35．6139．8　s6．7 1 東京湾 O
28 1895　1182248 36．1140．4　s7．2 3 茨城県南部死9傷68 ◎

29 1896　1　92217 36．5141．O　s7．0 TO 1 茨城県沖
30 1897　117　049 36．2139．9　s5．6 1 茨城県南西部
31 1898　2132358 36．2139．8　s5．6 1 茨城県南西部
31 1898　4　3　6　9 35．4138．4　vs5．9 2 山梨県南西部
31 1898　526　3　0 37．0138．9　vs6．1 2 新潟県南部
32 1899　4151925 36．3141。O　s5．8 1 茨城県沖
33 190011　51642 33．9139．4　vs6．6 3 三宅島付近
35 1902　3251435 35．914Q．5　s5．6 1 茨城県南部
35 1902　5252029 35．6139．O　vs5．4 1 山梨県東部’
38 1905　6　71439 34．8139．3　vs5．8 2 伊豆大島付近
39 1906　1212249 34．Q137．03507．6 1 三重県沖（深発地震）
39 1906　2231849 34．8139．8　s6．3 1 房総半島沖
39 1906　224　914 35．5139．8　s6．4 1 東京湾 ○

41 1908122817　8 35。6138．7　vs5．8 1 山梨県東部
42 1909　313　819 34．5141．5　s6．7 T 1 房総半島沖
42 1909　3132329 34．5141．5　s7．5 T 2 房総半島沖傷3 ○

42 1909　7　3　554 35．6139．8　s6．1 1 東京湾 ○

43 1910　9261926 36．8141．5　s5．9 1 茨城県沖
45 1912　716　746 36．4138．3　vs5．1 2 長野県東部

大正2 1913121511　2 35．5140，0　s6．Q 1 東京湾 ○

4 1915　620　1　1 35．5139．O　vs5．9 1 山梨県南東部
4 191511161038 35．4140．3　s6．0 2 房総半島傷5
5 1916　2221812 36．5138．5　vs6．2 3 群馬県西部
5 1916　9151601 34。4141．2　s7．0 1 房総半島沖
6 1917　131　040 35。2139．O　vs4．0 1 神奈川県南西部
7 1918　6262246 35．4139．1vs6．3 1 神奈川県西部
9 192012271821 35．2139．O　vs5．7 1 神奈川県西部
10 192112　82131 36．0140．2　s7．0 2 茨城県南西部 ○

11 1922　4261011 35．2139．8　s6．8 3 千葉県西岸［浦賀水道地震］死2傷23 ◎
11 1922　5　91228 36．0140．O　s6．1 1 茨城県南西部
12 1923　1141451 36．1139．9　s6．1 2 茨城県南西部傷1 O
12 1923　9　11158 35．1139，5　s7．9 T2 7 ［関東地震］死14万3千傷10万4千 ★

12 1923　9　112　1 35．0139．5　s6．5 ↑ 相模湾付近

12 1923　9　11217 35．0139．5　s6．4 ↑ 相模湾付近

12 1923　9　11223 35．4139．4　s6．6 ↑ 神奈川県中部
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表1－1（つづき）

大正12 1923　9　11239 35．2139．7　s6．6 ↑ 三浦半島沿岸

12 1923　9　11248 35。4139．8　s7．0 ↑ 東京湾

12 1923　9　11330 35．2139．O　vs6．3 ↑ 神奈川県西部

12 1923　9　11423 35．4139．O　vs6．7 ↑ 神奈川県西部

12 1923　9　11638 35．5138．9　vs6．8 1 山梨県東部
12 1923　9　21146 34．9140。2　s7．3 T一 1 房総半島沖
12 1923　910　211 34．8139．2　vs5．9 1 伊豆大島付近
12 1923　9261724 34．8139．4　vs6．7 1 伊豆大島付近
13 1924　115　550 35．5139。2　vs7。3 3 神奈川県西部［丹沢地震］死19傷638 ◎

15 1926　8　31826 35．3140．0　206。3 1 千葉県中部 ○

昭和3 1928　521　129 35．6140．0　706．2 1 東京湾北部 ○

4 1929　727　748 35．5139．1　06．3 1 山梨県東部
5 1930　3221750 34．9139．2　105．9 1 伊豆半島東方沖（伊東群発地震中最大）
5 1930　6　1　258 36．6140．6　306．5 2 茨城県沿岸
5 19301126　4　2 35．1139．1　07．3 5 静岡県東部［北伊豆地震］死272傷572 ○
6 1931　61721　9 35．8139．4　06．3 1 埼玉県南部
6 1931　9211119 36．2139．2　06．9 3 埼玉県西部［西埼玉地震］死16傷146 ○
9 1934　3211240 34．8139．0　05．5 1 伊豆半島
11 19361227　914 34．4139．0　06。3 3 新島西方沖死3傷7
13 1938　5231618 36．7141．6　07．0 T一 2 茨城県沖 O
13 1938　922　352 36．4141．0　306．5 1 茨城県沖
13 193811　51743 37．3142．2　307．5 TO 3 福島県沖
24 19491226　817 36．7139．6　06．2 ↓ 栃木県中部［今市地震］1回目

24 19491226　824 36．7139．7　06．4 3 栃木県中部［今市地震］2回目死10傷163
25 1950　9101221 35，2140．3　s6．3 1 千葉県東岸
26 1951　1　9　332 35．4140．2　506．1 1 千葉県中部
28 19531126　248 34．0141．7　607．4 Tl 1 房総半島沖［房総沖地震］
31 1956　214　952 35．7139．9　605．9 1 千葉県西部 O
31 1956　930　820 35．7140．1　606．3 2 千葉県北西部傷4 O
32 19571111　420 34．2139．3　06．0 3 新島近海
35 1960　523　411 T4 4 ［チリ地震津波］死142傷872
36 1961　7221624 34．9139．3　204．6 1 伊豆大島付近
37 1962　8261548 34．1139．5　405．9 2 三宅島付近（三宅島噴火）傷3
38 1963111314　1 34．3139．2　04．7 1 三宅島付近
39 196412　9　249 34．6139．3　05．8 1 伊豆大島南方沖
39 196412252250 34，7139．3　205．3 1 伊豆大島付近
39 19641226　2　1 34．7139．3　05．5 1 伊豆大島付近
40 1965　8　31730 34．3139．3　05．0 1 新島付近
40 196511　6　7　2 34．1139．0　05．2 1 神津島付近
40 196511　61757 34．l　l39，0　205．6 1 神津島付近
42 1967　4　61517 34．2139．2　105．3 3 神津島付近傷3
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表1－1（つづき）

昭和43 1968　225　024 34．2139．3　05．0 3 神津島付近
43 1968　225　1　1 34．1139．2　104．9 ↑ 神津島付近

43 1968　225　14、9 34．2139．2　204．9 ↑ 神津島付近

43 1968　7　11945 36．0139．4　506．1 2 埼玉県中部傷7 ○

47 1972　1141614 34．8139．3　03．8 1 伊豆大島付近
47 1972　2291822 33．2141．3　707．1 T一 2 八丈島東方沖
47 197212　41916 33．2141．1　507．2 T一 2 ［八丈島東方沖地震］
49 1974　5　9　833 34．6138．8　106．9 T一 4 ［伊豆半島沖地震］死29傷102
49 1974　6271049 33．8139．2　106．1 1 三宅島南西沖傷3
49 1974　8　4　316 36．0139．9　505．8 2 茨城県南西部ショック死2傷19 ○

51 1976　616　736 35．5139．0　205．5 2 山梨県東部
51 1976　818　218 34．8139．0　05。4 2 伊豆半島東部
52 197710　5　039 36．1139。9　605．4 1 茨城県南西部傷4
53 1978　1141224 34．8139．3　07．0 T一 4 ［伊豆大島近海の地震］死25傷211
53 1978　115　731 34．8138．9　205．8 3 伊豆半島西部
53 1978　6121714 38．2142．2　407．4 T 4 ［宮城県沖地震］死24傷1325（軽傷1万） O
53 197811231043 34．8139．0　04．9 1 伊豆半島東岸
53 197812　32215 34．9139．2　205．4 1 伊豆半島東方沖
55 1980　6291620 34．9139。2　106．7 T一 2 ［伊豆半島東方沖地震］傷8
55 1980　924　410 36．0139．8　805．4 2 埼玉県東部傷5 ○

55 1980　925　254 35．5140．2　806．1 2 千葉県中部ショック死2傷73 ○

57 1982　3　7　814 36．5140．7　605．5 1 茨城県沖
57 1982　8121333 34．9139．6　305．7 1 伊豆大島付近
57 198212281537 33．9139．5　206．4 1 三宅島南方沖
58 1983　2272114 35．9140．2　726．0 1 茨城県南部傷11 O
58 1983　8　81247 35．5139．0　226．0 2 神奈川一山梨県境死1傷28
58 198310　32233 34．0139。5　156．2 1 三宅島南方沖
59 1984　214　153 35．6139．1　255．2 1 神奈川一山梨県境傷2
59 1984　3　61117 29．3138．94547．9 1 鳥島近海（深発地震）ショック死1傷1
60 198510　42125 36．0140．2　786．1 2 茨城県南部傷18 ○

61 19861122　941 34．6139．5　156．0 2 伊豆大島付近（大島噴火）
62 1987　21319　1 36．6141．1　485．2 1 茨城県沖
62 1987121711　8 35．4140．5　586．7 3 千葉県東方沖死2傷138 ○

63 1988　318　538 35．7139．6　966．O 1 東京都東部傷10 ○

　このほか，建保4年1月15日（1216/2/11）と文明18年（1486，日付不詳）に江ノ島が陸続きになった（後者

では明応地震のとき元に戻った）という史料がある．地震の記載はなく，これが何を意味するかわからないが，

もし地殻変動であれば注目すべきことである．
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6.0以上，深さ100km以内の地震分布。データは宇津（1982）及び気

象庁地震カタログによる（茂木，1981を修正，加筆）。陸地では関東地

方の活動が特に目立っている。　　　　　　　　　　　　（茂木清夫）

　　　（文献）  宇津徳治，震研彙報，57（1982），401－463．
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図1－3　毎年の震度別度数の経年変化図

　首都およびその周辺で，古くから震度観測のデータのある8官署における毎年の震度別度

数のグラフを図1－3に示す。資料は「日本における震度観測の記録」気象庁技術報告第76号

（1971）および「地震月報」によった。

　上記資料によると，横浜では1922年より前，八丈島では1928年より前は，有感地震度数の

みがわかっていて，震度別度数は不明である。この両地点では1923年関東地震の前，有感地震

度数が異常に多い。もしこれが事実であれば関東地震の長期的前兆とも考えられ注目される。

しかし，1901年～1923年の地震観測資料を「官報」および「中央気象台年報地震ノ部」から

採録し，各地の震度別度数を集計した結果と比べてみると，従来，有感地震度数とされてきた

数は，有感・無感を合わせた数に近いことがわかった。なお，水戸でも1918年以前は有感地

震度数しかわかっていないが，この有感地震度数は官報資料等の集計とほぼ一致する。水戸，

横浜，八丈島のグラフを描くに当たっては，従来有感地震度数のみわかっていた期間について

は，官報資料等を集計した数字を用いた。

　震度別度数は，観測地点周辺の地震活動によって大きく変わるほか，観測環境の変化，震度

の決め方の変化等の影響を受けている。震度の決め方が，明治・大正時代あるいは昭和初期に

は，今とはだいぶ違っていたようにみえる官署がある。横浜ではすこし強い地震を感じると，

みな震度4あるいは5にしたようであり，水戸では有感地震のほとんどは震度1であり，かな

り強く感じないと2以上にしなかったようである。図をみるときにはこのようなことも念頭に

置く必要があろう。
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（つづき）

1904年から1988年までを17年間毎の5つの期間に分け，Ｍ6以上，

100km以浅の地震の分布を示す。データは宇津（1982）及び気象庁地

震カタログによる。①では房総半島沖の活動が活発で，②ではその北西

隣接部の相模湾で関東大地震が発生し，その前後の活動も著しい。③で

は1953年の房総半島沖地震のほかは，目だった活動はなく，④では全

般的に非常に静穏であった。しかし，⑤では広範囲にわたってかなり活

発であるが，この活動は1972年の八丈島東方沖地震より始まったとみ

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（茂木清夫）

（文献）　宇津徳治，震研彙報，57（1982）,401－463．
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図1-10　　　首都及びその周辺における深さ0～150kmまでの10

kmごとの微小地震の震央分布図。1984年4月から

1988年10月までの約4年半に発生したマグニチュード

0以上の地震を示し，震源決定誤差の大きいもの及

び関東内陸の深さO～20kmで採石発破と思われるも

のは除いてある。浅部での震源分布は複雑であるが，

深さ80km以上の震央分布図に見られる湾曲した2重

のパターンは太平洋プレートの沈み込む様子を示して

いる（国立防災科学技術センターによる）。
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図1－11 首都及びその周辺における微小地震の垂直分布図。挿入図に示す幅33km

の東西断面を示し，深さを固定して震源決定きれたもの及び採石発破と思

われるものは除いてある。東から西へ傾き下がる2重構造の地震群は太平

洋プレートに，また西から東へ傾き下がる地震群はフィリピン海プレート

にそれぞれ対応し，両者は首都圏の下で衝突している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立防災科学技術センターによる）
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図1-12 首都及びその周辺における微小地震の垂直分布図。挿入図に示す幅35km

の南北断面を示し，深きを固定して震源決定されたもの及び採石発破と思

われるものは除いてある。深い方の湾曲した2重構造の地震群は太平洋プ

レートに，また南から北へ傾き下がる地震群はフィリピン海プレートにそ

れぞれ対応し，両者は首都圏の下で衝突している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立防災科学技術センターによる）
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図1－13 首都及びその周辺における微小地震の垂直分布図。挿入図に示す幅38km

のほぼ北西一南東方向の断面を示し，深きを固定して震源決定されたもの

及び採石発破と思われるものは除いてある。深い方の2重構造の地震群は

太平洋プレートに，またこれにかぶさるように南東から北西に傾き下がる

地震群はフィリピン海プレートに，それぞれ対応している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立防災科学技術センターによる）
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図1－15 東京都心部周辺の微小地震（深さ40km以浅）の震央分布図および東西・南北断面図。主として3点の

深層観測井（岩槻・下総・府中）より得られたデータに基づき，1986年1月から1988年10月までの

約3年間に検知された地震を示す。町田～川崎～東京湾北部にかけて，深き20km前後の活発な地震活

動が見られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立防災科学技術センターによる）



最近の主要地震

1）1980年9月25日　千葉県中部の地震

　　メカニズム解は，北西－南東主圧力による逆断層を示す。余震は北西－南東方向に配列し，

　それらの深さは50～80kmである。

2）1983年8月8日　山梨県東部の地震

　　メカニズム解は，北西－南東主圧力による横ずれ型を示す。余震は，直径10kmほどの領

域内に集中して発生している。

3）1985年10月4日　茨城・千葉県境の地震

　　メカニズム解は，北西下方－南東上方に主圧力軸をもつ高角逆断層で，従来この付近の地

震でみられる東西圧縮のメカニズムとはやや様相が異なる。余震は，主として本震の南部で

　かつ浅部に発生している。

4）　1986年6月24日　房総半島南東沖の地震

　　この地震は，房総沖海底地震計（当時試験運用中）の北側近傍で起こった。メカニズム解

　は，西北西－東南東に主圧力軸をもつ横ずれ型を示す。

5）　1987年12月17日　千葉県東方沖の地震

　　メカニズム解は，北東－南西主圧力による若干の逆断層成分を含む，ほぼ横ずれ型を示す。

　最大余震（Ｍ5.2）は1988年1月16日に発生した。有感の余震は，1988年3月までに30

　回発生した。余震は北西－南東万向に配列し，大部分は本震の上部に発生している。

6）1988年3月18日　東京都東部の地震

　　この地震は，東京直下で太平洋プレートとフィリッピン海プレートが衝突する複雑な場所

　に位置し，従来地震活動の低かった空白域に発生している。メカニズム解は，西北西－東南

　東主圧力によるほぼ横ずれ型を示す。
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図1－16 1980年9月25日　千葉県中部の地震の震度分布，震源要素，被害状況

及びメカニズム解。
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図1－19　1986年6月24日　房総半島南東沖の地震の震度分布，震源要素及びメカ
　　　　　　　ニズム解。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 55一



（a）

、5’三〇rl

〕5N

34：4DN

40E 140E 14D，2⊂1「 ！41　4LIE L41「

一

／v
庭

　　　　”

　　　O　　o

』

一　　　 　　一　　　　　　　　　　　　

も
　
　
　
　
／

巴
Φ
　
　
　
　
勝
浦
ノ

θ∫4＼　洗．

　　o　β53

　Oo

　　　　M
纏／a5
　　●
　θ52

①

　　1　　　ヒ
海底地震計　鉤

i39＝40E 140E L4Q＝20E L4〔）140E

　　　　　　　　　　　50KHO

O＝0一一＞1986／7／15　24；0

［41E

NAGNITUDE

UND

〕5＝21、N　　　　　　．0

35N

0　　　2．0

Φ　　　3．0

0　　　4．G

の　　s，G

（D

O
6．0

7．0

　　●絃・

　　　DEPTH
　　　　　のりの
34＝4。NC　I
　　　　　　の　む
　　　匹　　1
　　　　　ぐのロむ
　　　◇　　1
　　　　　　のじむ
　　　△　　1
　　　　　　のロの
　　　▽　　1
　　　　　90．0

0ATA　NO．＝53

1986／6／24

（b）

　NI50

100

50

0

「M65

「M5、1

M
4，5

』

日別地震回数・海底地震計BS2

1986．6．24一一一　7．31

塊震計僑串10曾000倍

N二534

25

6
30 5　　　　　　　　10　　　　　　　　15　　　　　　　　20　　　　　　　　25　　　　　　　　30

7

図1－19 （つづき）1986年6月24日　房総半島南東沖の地震の余震。

　（a）震央分布。（b）日別地震回数。

56



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田1署岡宮古

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大船渡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新庄　　石巻

　　　　　　　　　　　　　　　相川憂新潔宇写仙台

室戸　　　　　　　　　　　3八焔

震源要素

1987年12月17目11時08分　北緯35。22’東経140。30’深さ58km　M＝6．7

　　　被害状況＝

自冶省消防庁閃ぺ（昭和53年｝月6日15時00分現在）

千　葉 策　京 荻　城 紳奈川 埼　玉 合　計

人的被害　死　者

　　　　負傷者
2
1
2
3

10 2 3
2
1
3
8

物
　
　
　
的
　
　
　
被
　
　
　
害

住寂　　全壌

　　　半壌
　一部破損

　10
　93
6369Z 11 当054 102

　！0
　93
64859

道　　略 1565 4 1569

嫉　　道 1 1 2
崖（山）崩れ 385 2 387

ガ　　ス 51 11 3 2 6？

水　　道 4907 7 2 旦05 3 5024
電　　気 400 1700 2且OO
火　　災 3 2 5

ブロック塀等 1901 3 4 2 1910
1

図1－20    1987年12月17日　千葉県東方沖の地震の震度分布，震源要素，被害状

 況及びメカニズム解。



旧8｝

（a）N

30

ε

10

O

M67
1Z／口 　瑠同別聴翼回融1静国丁5r）屠1

　19B7．12．17　　－　12．25

　　　N二535　 Nrユi6
■有感

目無感

　　　　　まニロロロロ　ぬロロ

（b〉＝日別地震回数（柿岡）と最大震度別回数

耳＿
目日 回数 1 H’田 π ▽ 鋤
！ZI7 ZIS ］ ］ 1 o 1 5

r8 Io～ 3 1 1 0 0 5

tヨ 55 o 0 一 0 0 1

z ‘i q 1 q o o L

2 コ5 0 0 0 0 o 0

2 31 o 0 0 0 o o

2 z3 o 1 0 o o 8

2 15 o 0 0 D 0 o
甚

2 3 o o 0 o 0 o

自†1 535 6 63
1

0 『 16

19
rg　　lo　　ご5

N

、

0
蟹 盟　　。5 i3　　05 z一

i5

“圏　．
3

　鱗
　★SAKURA

　　　lNB
　★

　急＼〈／ E面一運」財2 31」1。≦〈1。。 。固。

一〇k
】40一

36’

35”

561
のの

141’

定常観測点（●印｝と臨時観測点（★印）配置

図1－20（つづき）1987年12月17日　千葉県東方沖の地震の地震回数及び最大震

　　　　　度別回数。12月17日～25日。地震回数は柿岡（10,000倍）による。

　　　　　（a）:時間別地震回数。（b）:日別地震回数（柿岡）と最大震度別回数。

　　　　　（c）:余震分布（地震研究所による）。
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震源要素

1988年3月18日05時34分　北緯35。40’　東経139。39’深さ96km　M＝6．0

被害状況（東京消防庁、警幌庁、乗京都調べ）

・人的被害

　　負爆者　9名
　　　東京都　中等傷1名　（転倒し骨折）

　　　　　　軽傷　6名　（花瓶、スビーカ等の落下、その他〉
　　　千葉県　軽逞　1名　（スピーカの落下）

　　　埼玉県　軽傷　1名　（ガラス戸に頭をぶつけた）

・物的被害

　　　東京都
　　　　電線のたれ下がり　2ヵ所（世田谷区、大田区）

　　　　ガラスの破損及びブロック（1個）の落下　1ヵ所（大田区）
　　　千葉県
　　　　がけ崩れ　1ヵ所
　　　　河川敷、道路の一部に亀裂

被害軽告（静岡地方気象台報告；静岡県地震対策課調へ）

・物的被害

　　　住家被害（煉瓦の破損、瓦の落下等〉　18戸（三島市）

　　　ブロック塀（大谷石）の劉壊　　　　　1ヵ所（三島市）
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図1－21 1988年3月18日東京都東部の地震の震度分布，震源要素，被害状況

及びメカニズム解。
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図1－21（つづき）1988年3月18日東京都東部の地震とその余震。上段は震央分

　　　　　布図，下段は上図の太枠で示す20km幅での東西断面図を示す。余震は

　　　　　東から西へ傾き下がる配列を見せている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立防災科学技術センターによる）
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図1-21 （つづき）　東京都を横切る20km幅での微小地震の東西断面図。1988年

3月18日東京都東部の地震の発生前（上）と発生後（下）を比較してい

る。この地震は，従来地震活動の低かった空白域に発生したこと，太平

洋プレート（東から西へ傾き下がる地震群に対応）とフィリピン海プレー

ト（西から東へ傾き下がる地震群に対応）が衝突する複雑な場所に位置し

ていること等がうかがえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立防災科学技術センターによる）
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